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肺には、基本的に細菌やウイルスは存在していません。 

しかし、その肺の中に細菌やウイルスなどなんらかの

病原微生物が侵入し炎症が起きることを肺炎といいます。

風邪とよく似た症状ですが、感染する場所が異なります。

主に鼻やのどといった上気道に原因微生物が感染して炎症

を起こす風邪に対して、一般的な肺炎は肺の奥にある肺胞

という部位に原因微生物が感染して炎症が起こります。

肺炎とは

肺
炎
に
つ
い
て
知
る

年代別にみた主な死因

死因別
年間死亡数の割合 炎症を起こした

部位の肺胞

正常
図1

図2

令和４年 (2022) 人口動態統計（厚生労働省）
悪性新生物
24.3％25.0％

14.7％

12.1％
6.6％

心疾患
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不慮の事故  2.8%
新型コロナウイルス感染症 2.4%

腎不全 1.9%
アルツハイマー 1.6%

肺炎
肺の感染症

肺炎 4.8%
誤嚥性肺炎 3.8%

大
寒
を
迎
え
、
空
気
も
乾
燥
し
風
邪
を

ひ
き
や
す
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
風
邪
が
長
引
い
て
い
る
な
ぁ
と
思
っ
て

い
た
ら
実
は
肺
炎
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
そ
も
そ
も
肺
炎
と
は
ど
の
よ

う
な
病
気
な
の
で
し
ょ
う
か
。

肺
炎
は
日
本
人
の
死
因
第
５
位
で
、
年

間
約
７
万
４
千
人
の
方
が
亡
く
な
り
ま
す

（
図
１
）。
肺
炎
は
ま
だ
免
疫
機
能
が
十
分

に
発
達
し
て
い
な
い
小
児
が
か
か
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
亡
く
な
る
方
の
ほ
と
ん

ど
が
65
歳
以
上
の
方
（
図
２
）
で
あ
る
た

め
、
特
に
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
は
高
齢
者
で
す
。
適
切
な
治
療
を
行
え

ば
、
怖
い
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
様
子
を
見
て
い
て
治
療
の
タ
イ
ミ
ン

グ
が
遅
れ
て
し
ま
っ
た
り
、
基
礎
疾
患
な

ど
重
症
化
し
や
す
い
要
因
を
抱
え
て
い
る

と
、
最
悪
の
場
合
死
に
至
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

元
気
に
過
ご
し
て
い
る
高
齢
者
も
安
心

で
き
ま
せ
ん
。
特
に
、
75
歳
以
上
で
は
、

肺
炎
を
き
っ
か
け
に
体
力
が
低
下
し
、
介

護
が
必
要
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

今
号
で
は
、
年
齢
と
と
も
に
高
ま
る
肺

炎
の
リ
ス
ク
を
少
し
で
も
減
ら
せ
る
よ

う
、
基
本
的
な
知
識
や
予
防
法
つ
い
て
ご

紹
介
し
ま
す
。

１位
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死者約 7万 4千人

肺炎について知る

肺炎について知る �   2

肺炎の種類 �   4

肺炎に罹らないために �   8

担当医紹介 �   9

循環器内科新任医師紹介 �  10

私のいち推し店 �  11
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肺炎の種類 肺炎には、感染性の肺炎と、
 非感染性の肺炎があります

▪間質性肺炎　▪好酸球性肺炎 など
非感染性肺炎 薬剤やアレルギーなど

感染症以外の原因で起こる肺炎

肺炎

細菌とウイルスの中間のような性質をもつ病原体

非定型肺炎

マイコプラズマ肺炎 レジオネラ肺炎

誤嚥性肺炎

感染性肺炎

感
染
性
肺
炎

細菌やウイルスなど、病原微生物を
吸い込んで起こる一般的な肺炎

細菌性肺炎

黄色ぶどう球菌

肺炎球菌 インフルエンザ菌

ウイルス性肺炎

アデノウイルス SARSウイルス

新型コロナウイルス インフルエンザウイルス

 など

など

 など

肺炎の
中で

最も多
い原因

咳
や
痰
（
細
菌
性
肺
炎
で
は
黄
色
や

緑
色
の
し
つ
こ
い
痰
）、
発
熱
、
息
苦

し
さ
、
食
欲
の
低
下
、
水
分
が
取
れ

な
い
こ
と
に
よ
る
脱
水
症
状
な
ど
で

す
。
重
症
化
す
る
と
呼
吸
困
難
を
き

た
し
て
人
工
呼
吸
器
が
必
要
に
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
世
界
を
震
撼
さ

せ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も
重
症

化
す
る
と
肺
炎
を
起
こ
し
、
た
く
さ

ん
の
方
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。

様
々
な
ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
に
感
染
す
る
こ
と
で
起
こ
る
一
般
的

な
肺
炎
で
す
。
最
も
多
い
原
因
が
細
菌
性
肺
炎
で
、
次
い
で

マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
肺
炎
、
レ
ジ
オ
ネ
ラ
肺
炎
な
ど
の
非
定
型
肺

炎
で
す
。
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
な
ど
は
、
細
菌
性
肺
炎
の
治
療
で

使
わ
れ
る
β
ラ
ク
タ
ム
系
と
呼
ば
れ
る
抗
生
物
質
が
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
す
る
細
胞
壁
を
も
た
な
い
た
め
、
特
別
な
抗
生
物

質
で
治
療
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
症
状
な
ど
も
細
菌

性
肺
炎
と
異
な
る
特
徴
が
あ
る
た
め
、「
非
定
型
肺
炎
」
と

呼
ば
れ
ま
す
。

症
状

発
症
し
て
い
る
人
の
咳
に
含
ま
れ
る
病

原
微
生
物
が
、
口
や
鼻
か
ら
入
り
込

ん
で
感
染
す
る
「
飛
沫
感
染
」
と
、

ド
ア
ノ
ブ
な
ど
に
付
着
し
た
病
原

微
生
物
が
自
分
の
手
の
指
を
経
由

し
て
口
や
鼻
か
ら
体
の
中
に
入
り

込
ん
で
感
染
す
る
「
接
触
感
染
」

が
あ
り
ま
す
。
一
般
的
に
は
、
肺
炎
や

風
邪
な
ど
の
感
染
は
、
飛
沫
感
染
で
あ

る
こ
と
が
多
い
で
す
。
　

聴
診
で
は
、
特
徴
的
な
雑
音
が
聴

こ
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
血
液

検
査
で
炎
症
反
応
の
上
昇
が
あ
る

か
、
脱
水
や
肝
腎
機
能
、
電
解

質
に
異
常
が
な
い
か
を
確
認
し
ま

す
。
そ
の
後
、
必
要
に
応
じ
て
胸

部
エ
ッ
ク
ス
線
検
査
や
C
T
検
査

で
画
像
診
断
を
行
い
ま
す
。
炎
症

が
起
き
て
い
れ
ば
、
そ
の
部
分
が

白
く
映
し
出
さ
れ
ま
す
。

感
染
経
路

診
断

治
療
法

細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
を
退
治
す

る
た
め
の
抗
生
物
質
や
抗
ウ

イ
ル
ス
剤
を
使
っ
た
原
因
療

法
を
行
い
ま
す
。
多
く
の
場

合
、
抗
生
物
質
を
投
与
す
れ

ば
数
日
で
症
状
が
改
善
し
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
特
効
薬
が
な
い
ウ
イ
ル
ス
性
肺
炎
の
場
合
は
、

酸
素
投
与
、
解
熱
剤
、
咳
ど
め
な
ど
の
対
症
療
法
を
行
い
ま
す
。

健
康
な
若
い
人
や
軽
症
で
あ
れ
ば
通
院
で
治
療
が
可
能
な
場
合
も

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
重
症
の
場
合
や
小
さ
な
子
ど
も
、
高
齢
者

な
ど
で
は
、
入
院
し
て
治
療
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

高熱、湿った咳、黄色や緑色の痰が出る。
比較的高齢者が多く感染する。

唾液や食べ物、あるいは胃液
などと一緒に細菌を気道に誤っ
て吸引することにより発症。 

一般的な風邪症状に続き、激しい咳、
高熱、倦怠感などの症状が出る。

乾いた咳が長く続くことが多い。
比較的高齢者よりも子どもや若者が感染する。

（感染性肺炎のひとつ）

CT画像
胸部エックス
線画像

細
菌
性
肺
炎
　
ウ
イ
ル
ス
性
肺
炎
　
非
定
型
肺
炎
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食
べ
も
の
や
唾
液
が
食
道
で
は
な
く
、

気
管
に
入
っ
て
し
ま
い
、
口
の
中
の
細
菌

に
よ
っ
て
肺
炎
を
起
こ
す
こ
と
を
「
誤

嚥
性
肺
炎
」
と
い
い
ま
す
。
主
に
高
齢

者
が
か
か
る
肺
炎
で
す
。
脳
卒
中
、
認

知
症
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
な
ど
の
基
礎
疾

患
や
、
加
齢
に
よ
っ
て
嚥
下
機
能
が
落

ち
る
と
、
飲
み
込
み
が
上
手
に
で
き
な

く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
通
常
は
誤
嚥
す

る
と
激
し
く
咳
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
食
べ

物
を
出
そ
う
と
す
る
防
御
反
応
が
働
き

ま
す
が
、
そ
れ
が
起
こ
ら
な
い
人
も
い

ま
す
。
そ
の
結
果

気
管
支
炎
や
肺

炎
が
起
こ
る

の
で
す
。

マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
・
ニ
ュ
ー
モ
ニ
エ
と
い
う
細

菌
の
一
種
に
よ
る
肺
炎
で
す
。
4
年
周
期
で
流

行
す
る
た
め
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
肺
炎
」
と
も

呼
ば
れ
ま
す
。
昨
年
（
令
和
6
年
）
夏
頃
か

ら
感
染
者
が
増
加
し
ニ
ュ
ー
ス
で
も
大
き
く

取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

症
状 

… 

高
齢
者
の
場
合
、
高
熱
が
出
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
元
気
が

な
い
、
食
欲
が
な
い
、
体
動
困
難
な
ど
の
症

状
で
病
院
を
受
診
す
る
ケ
ー
ス
も
よ
く
あ

り
ま
す
。

治
療
法 

… 

抗
菌
薬
を
用
い
た
薬
物
療
法

が
基
本
で
す
。
同
時
に
誤
嚥
性
肺
炎
を
起

こ
さ
な
い
た
め
に
口
腔
ケ
ア
の
徹
底
、
嚥
下

指
導
も
重
要
で
す
。

治
療
法 

… 

一
般
的
な
肺
炎
に
対
し

て
よ
く
使
用
す
る
、
ペ
ニ
シ
リ
ン
系
、

セ
フ
ェ
ム
系
と
い
っ
た
抗
生
物
質
は

効
果
が
な
く
、
マ
ク
ロ
ラ
イ
ド
系
、

テ
ト
ラ
サ
イ
ク
リ
ン
系
、
ニ
ュ
ー
キ

ノ
ロ
ン
系
と
い
っ
た
抗
生
物
質
で
治

療
を
行
い
ま
す
。

症
状 

… 

一
般
的
な
肺
炎
と
同
じ

く
、
初
期
症
状
と
し
て
発
熱
や
倦

怠
感
、
頭
痛
な
ど
が
現
れ
、
発
症

後
３
〜
５
日
で
咳
の
症
状
が
出
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
咳
は
次
第
に
強

く
な
り
、
解
熱
後
も
３
〜
４
週
間

続
き
ま
す
。
ま
た
、
中
耳
炎
や
髄

膜
炎
な
ど
の
合
併
症
に
も
注
意
が

必
要
で
す
。

特
徴 

… 

感
染
か
ら
発
症
ま
で
の
潜

伏
期
間
が
2 

〜
3 

週
間
と
比
較

的
長
く
、
症
状
が
出
て
も
風
邪
だ

と
思
っ
て
出
歩
く
人
も
多
い
た
め
、

「
歩
く
肺
炎
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。
5
歳
〜
25
歳
く
ら
い
ま
で
の

子
ど
も
や
若
年
者
に
発
症
し
や
す

い
病
気
で
す
。

レ
ジ
オ
ネ
ラ
属
菌
に
よ
る
細
菌
感
染
症
で

す
。
レ
ジ
オ
ネ
ラ
属
菌
は
自
然
界
（
河
川
、

湖
、
温
泉
、
土
壌
な
ど
）
に
生
息
し
て
い

る
細
菌
で
、
現
在
お
よ
そ
60
種
類
が
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
代
表
的
な

も
の
が
、
レ
ジ
オ
ネ
ラ
肺
炎
を
引
き
起
こ

す
レ
ジ
オ
ネ
ラ
・
ニ
ュ
ー
モ
フ
ィ
ラ
で
す
。

治
療
法 

… 

マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
同
様
、
ペ
ニ

シ
リ
ン
系
や
セ
フ
ェ
ム
系
抗
生
物
質
は
無
効

で
あ
り
、
マ
ク
ロ
ラ
イ
ド
系
、
ニ
ュ
ー
キ
ノ

ロ
ン
系
な
ど
の
抗
菌
薬
で
治
療
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

症
状 

… 

全
身
倦
怠
感
、
頭
痛
、
筋
肉
痛
な

ど
の
症
状
に
始
ま
り
、
咳
や
38
℃
以
上
の
高

熱
、
寒
気
、
胸
痛
、
呼
吸
困
難
が
見
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
意
識
レ
ベ
ル
の
低
下
、
幻
覚
、

手
足
が
震
え
る
な
ど
の
中
枢
神
経
系
の
症
状

や
、
下
痢
が
み
ら
れ
る
の
も
レ
ジ
オ
ネ
ラ
肺

炎
の
特
徴
で
す
。
適
切
な
治
療
が
な
さ
れ
な

か
っ
た
場
合
に
は
急
速
に
症
状
が
進
行
す
る

こ
と
が
あ
り
、
命
に
か
か
わ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
比
較
的
元
気
な
世
代
で
も
感
染
す

る
た
め
気
が
ぬ
け
な
い
肺
炎
で
す
。

感
染
経
路 

… 

基
本
的
に
、
自
然
の
環
境
下

で
存
在
し
て
い
る
と
き
は
体
に
悪
影
響
を
及

ぼ
し
ま
せ
ん
。
レ
ジ
オ
ネ
ラ
属
菌
が
人
工
水

循
環
設
備
に
侵
入
し
て
増
殖
し
、
汚
染
さ
れ

た
エ
ア
ロ
ゾ
ル
（
目
に
見
え
な
い
細
か
い
水

滴
）
を
肺
に
吸
い
込
む
こ
と
や
、
汚
染
さ
れ

た
水
を
誤
嚥
し
て
し
ま
う
こ
と
で
感
染
し
ま

す
。
主
な
感
染
源
は
循
環
式
浴
槽
水
、温
泉
、

非
加
熱
型
の
加
湿
器
な
ど
で
す
。
特
に
今
の

時
期
、
風
邪
を
防
ぐ
た
め
に
加
湿
器
を
使
っ

て
い
る
家
庭
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。
加
湿

器
の
タ
ン
ク
に
入
れ
る
水
は
、
毎
日
新
し
い

水
道
水
に
交
換
し
、
定
期
的
な
掃
除
と
使

用
後
の
乾
燥
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
こ
の
他

に
土
壌
か
ら
の
感
染
も
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。
園
芸
用
の
培
養
土
な
ど
に
も
含
ま
れ
て

い
る
こ
と
が
あ
る
た
め
注
意
が
必
要
で
す
。

マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
肺
炎

日本で発生する肺炎で
最も多い病原微生物

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
と

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
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性
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日本呼吸器学会
成人肺炎診療ガイドライン 2017
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(
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あ
た
り)

感
染
性
肺
炎
の
ひ
と
つ

感
染
性
肺
炎
▼

レ
ジ
オ
ネ
ラ
肺
炎

感
染
性
肺
炎
▼

豆
知
識

非
定
型
肺
炎

非
定
型
肺
炎

る
わ
け
に
い
か
な
か
っ
た
た
め
、
そ
の

ま
ま
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
」
と
し

て
名
前
を
残
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で

す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
原
因
で
は
な

い
の
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
と
呼
ば
れ

て
い
る
理
由
は
こ
う
し
た
歴
史
に
由

来
し
て
い
ま
す
。

　
ち
な
み
に
、
S
N
S
な
ど
で
情
報

発
信
し
世
間
に
影
響
を
与
え
る
人
の

こ
と
を
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
」
と

言
い
ま
す
が
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー

も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も
語
源
は
同
じ

イ
タ
リ
ア
語
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ス

（
影
響
）
で
す
。
16
世
紀
に
冬
に
な

る
と
毎
年
の
よ
う
に
流
行
が
発
生

し
た
病
を
、
当
時
の
占
星
術
師
ら
は

天
体
や
寒
気
な
ど
の
影
響
に
よ
っ
て

発
生
す
る
も
の
と
考
え
、
こ
の
病

名
を
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
名
付
け
た

そ
う
で
す
。

　
冬
に
な
る
と
流
行
す
る
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
で
す
が
、
こ
れ
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ウ
イ
ル
ス
が
原
因
で
す
。
一
方
で
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
菌
と
呼
ば
れ
る
細
菌
が
あ
る

こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
な
ぜ
同

じ
名
前
の
ウ
イ
ル
ス
と
細
菌
が
存
在
す

る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
遡
る
こ
と
19
世
紀
末
、
細
菌
学
が
発

展
し
結
核
菌
や
コ
レ
ラ
菌
、
ジ
フ
テ
リ

ア
菌
な
ど
様
々
な
細
菌
が
発
見
さ
れ
ま

し
た
。
同
じ
く
当
時
流
行
し
て
い
た
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て
も
研
究
が
進
ん

で
い
た
と
こ
ろ
、
患
者
さ
ん
の
痰
か
ら

未
知
の
菌
が
発
見
さ
れ
、「
こ
れ
が
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
原
因
だ
！
」
と
考
え
ら

れ
、
そ
の
菌
を
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
と
名

付
け
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
か
ら

月
日
の
経
っ
た
1
9
3
3
年
、
本
当
の

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
が
発
見
さ
れ

「
こ
の
ウ
イ
ル
ス
こ
そ
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
を
引
き
起
こ
す
病
原
体
だ
っ
た
！
」

と
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　
で
は
先
に
見
つ
か
っ
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
菌
を
ど
う
し
よ
う
か
。
名
前
を
残
す

か
変
え
る
か
、
当
時
の
人
た
ち
は
考
え

た
わ
け
で
す
。
し
か
し
、
発
見
か
ら
40

年
近
く
が
経
ち
、
今
さ
ら
名
前
を
変
え

感染状況の推移（2024/1～2025/1）
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肺炎に罹らないために…

大切なのは、肺炎の原因となる細菌やウイルスが、からだに入り込まないようにすること、

そしてからだに侵入してきても退治できる免疫力をつけることです。

日常でかかる肺炎の原因菌で最も多いのは肺炎球菌という細菌
です。これはワクチンの接種により、感染予防や感染した場合
の重症化を防ぐことができます。
また、インフルエンザや新型コロナウイルスをきっかけに肺炎に
かかることも多いことから、インフルエンザや新型コロナウイルス
ワクチンの予防接種も大切です。

肺炎予防の第一歩は、感染予防です。そのた
めにまず手洗い・うがい、人が多い場所に訪
れる際はマスクの着用をしましょう。また、
歯磨きなどをおろそかにせず、口腔内を清潔
にしておくことも大切です。

からだに侵入してきた細菌やウイルスを退治するために、
免疫力を高めることも重要です。食事や睡眠など規則正
しい生活を意識しましょう。
また、持病をきっかけに体調が悪くなり免疫力が低下す
ることもあるので、治療をしっかり行ないましょう。
たばこは免疫力を低下させ、気管や
肺にも悪い影響を及ぼします。
禁煙することを考えましょう。

予防接種を受ける

感染予防をする

免疫力を高める規則正しい生活

口腔内を

清潔に

ワクチンの

予防接種

手洗い

マスク

持病の治療に務める
喫煙者は禁煙する

背中の左右肩甲骨を動かすことにより、
首や肩の硬さがとれやすくなります。

イスなどに深く座り、手を握って前出す

背筋を伸ばして上下を向く 両方の肩を揉んでいく

1.なかをさする のど元の皮膚を軽く動かす
2.おなかをおさえて大きく咳払いする 飲み込む動きがスムーズになるよう

マッサージしていきます。気管に入ってしまった水分や食物を出しやすくし、
誤嚥性肺炎のリスクを軽減します。

Vo.8Vo.8

監修：石橋総合病院 リハビリテーション科

首や肩の筋肉をほぐすことで、飲み込む力を保ち、
咳こむ力を高め、誤嚥性肺炎を予防する

誤嚥性肺炎予防

高齢者が特に気をつけなければならない肺炎のひとつが「誤嚥性肺炎」です。食べ物やだ液を飲み込む際
には、お口の筋肉以外にも、体の筋肉が大きく関係しています。飲み込んだ食べ物や水分が、食道ではなく気
管へと入り込んでしまわないように、しっかりと体操し、予防していきましょう！

1

2 3

4 5

首や肩を動かして、硬さをほぐしていきます。
呼吸器外来 担当医表  月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

午前  8:30 〜 12:00 三好 祐顕  – 坪地宏嘉  –  – –

午後 13:30 〜 16:00  林 ゆめ子  三好 祐顕 – 林 ゆめ子   林 ゆめ子 –

担
当
医
紹
介

石
橋
総
合
病
院

林 ゆめ子 先生

　

毎
年
、
寒
く
な
る
と
呼
吸
器
科
を
受

診
す
る
患
者
さ
ん
が
多
く
な
る
印
象
で

す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
以
降
と
く
に
、
一
年
を

通
じ
て
せ
き
や
た
ん
が
ら
み
の
症
状
で
受

診
す
る
方
が
増
え
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま

す
。
ま
た
昨
年
は
ニ
ュ
ー
ス
で
も
と
り
あ

げ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
若
年
者
を
中
心

に
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
感
染
症
が
か
つ
て
な

い
流
行
を
見
せ
て
い
ま
す
。
マ
イ
コ
プ
ラ

ズ
マ
感
染
症
は
、
重
症
化
す
る
こ
と
は
多

く
な
い
も
の
の
、
長
期
間
に
わ
た
り
頑
固

な
せ
き
が
つ
づ
く
た
め
、
か
か
っ
て
し
ま

う
と
と
て
も
厄
介
な
病
気
で
す
。

　

今
回
は
「
肺
炎
」
を
テ
ー
マ
に
特
集
を

組
み
ま
し
た
。
比
較
的
な
じ
み
の
あ
る
病

名
か
と
思
い
ま
す
が
、
ひ
と
く
ち
に
肺
炎

と
い
っ
て
も
そ
の
原
因
や
治
療
法
は
多
岐

に
わ
た
り
ま
す
。
今
回
の
特
集
記
事
が
み

【専門】呼吸器・アレルギー

日本呼吸器学会 呼吸器専門医・指導医
日本アレルギー学会 アレルギー専門医
日本内科学会 総合内科専門医
日本がん治療学会 認定医

な
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
に
少
し
で
も
お
役

に
立
て
ば
幸
い
で
す
。

　
ま
た
、一
般
的
に
「
肺
炎
」
と
い
う
と
、

感
染
症
と
し
て
の
肺
炎
を
さ
し
ま
す
が
、

じ
つ
は
感
染
症
以
外
で
も
肺
に
炎
症
を
き

た
す
病
気
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
の

代
表
で
あ
る
「
間
質
性
肺
炎
」
は
、
肺
の

「
間
質
」
と
呼
ば
れ
る
場
所
に
炎
症
や
線

維
化
を
き
た
し
、
肺
の
機
能
が
低
下
し
て

い
く
病
気
で
す
。
症
状
は
痰
の
か
ら
ま
な

い
乾
い
た
せ
き
や
、
動
い
た
時
の
息
切
れ

で
す
が
、
診
断
に
は
レ
ン
ト
ゲ
ン
や
C 

T

検
査
が
必
須
に
な
り
ま
す
。
当
院
は
常
勤

呼
吸
器
科
医
師
が
2
名
お
り
ま
す
。
長

引
く
せ
き
な
ど
の
症
状
で
お
困
り
の
方
、

健
康
診
断
で
異
常
が
見
つ
か
っ
た
方
な
ど

は
、
ぜ
ひ
受
診
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
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募
集
職
種

○ 看護師
○ 介護士

○ 医療事務（医事課）

○ 事務（地域連携部）

Te l. 0285-53-1134

採用情報

私たちと一緒に
　働きませんか？



日本料理 しおの
推し人：林 ゆめ子 先生

オススメ：ランチコース 2,000 円

日本料理しおの
所在地 栃木県河内郡上三川町しらさぎ 1- 45-8  2F  

（階段のみのためご注意）

営業時間 ランチ／11：00 ～14：00（予約可）コースのみ（2,000 円）
ディナー／予約制

駐車場 あり
定休日 毎週木曜日

今
号
監
修
の
林
ゆ
め
子
先
生
の
い
ち

推
し
店
は
、
上
三
川
町
役
場
近
く
に
お

店
を
構
え
る
「
日
本
料
理
し
お
の
」
さ

ん
。
本
格
的
な
日
本
料
理
を
リ
ー
ズ
ナ

ブ
ル
な
価
格
で
楽
し
め
る
と
の
こ
と
で
、

早
速
行
っ
て
み
る
こ
と
に
！

し
お
の
さ
ん
は
、
元
々
宇
都
宮
で
日

本
料
理
店
を
開
い
て
い
た
ご
主
人
と
女

将
さ
ん
2
人
で
切
り
盛
り
す
る
お
店
。

テ
ー
ブ
ル
席
と
小
上
が
り
の
あ
る
店
内

に
は
随
所
に
焼
き
物
が
置
か
れ
て
い
ま

す
。ラ

ン
チ
帯
は
二
千
円
の
コ
ー
ス
の
み
。

先
付
け
か
ら
始
ま
り
、
汁
物
・
お
造
り
・

人
気
の
胡
麻
豆
腐
・
ご
飯 

香
の
物
な

ど
、
次
は
何
が
出
る
の
だ
ろ
う
と
ワ
ク

ワ
ク
し
て
し
ま
う
全
10
品
。
温
か
い
料

理
は
温
か
い
う
ち
に
。
冷
た
い
料
理
は

冷
た
い
う
ち
に
。
そ
れ
で
い
て
そ
れ
ぞ
れ

の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
て
女
将
さ
ん
が
一
品

ず
つ
運
ん
で
く
る
料
理
は
ど
れ
も
丁
寧

で
優
し
い
お
味
。
ま
た
、
続
け
て
同
じ

作
家
さ
ん
の
器
で
出
さ
な
い
な
ど
、
器

に
も
こ
だ
わ
り
が
あ
る
と
の
こ
と
。
ま

さ
に
五
感
で
お
食
事
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。

今
回
お
伺
い
し
た
の
は
平
日
の
ラ
ン
チ

で
し
た
が
、
店
内
は
会
社
員
や
女
性
グ

ル
ー
プ
で
満
席
。
お
越
し
の
際
は
「
事

前
に
電
話
予
約
さ
れ
る
こ
と
を
オ
ス
ス

メ
し
ま
す
」
と
の
こ
と
で
す
。
ま
た
デ

ィ
ナ
ー
は
予
約
制
で
す
。
お
料
理
の
味

や
盛
り
付
け
だ
け
で
な
い
、
ま
さ
に
「
お

も
て
な
し
」
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る

お
店
で
し
た
！
こ
ん
な
素
敵
な
お
店
を

ご
紹
介
い
た
だ
い
た
林
先
生
に
も
感
謝
。

ご
ち
そ
う
さ
ま
で
し
た
！

素敵な器と丁寧な和食に感激します。

循環器内科 外来担当医表 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

午前  8:30 〜 12:00 平野 道基  平野 道基 
西村 芳興 大谷 賢一  原田 顕治  – –

午後 13:30 〜 16:00  横田 彩子  – 新島 聡 平野 道基   小栗 淳 –

令和７年１月より循環器内科に、平野道基医師が着任しました。 
虚血性心疾患（心筋梗塞・狭心症）、不整脈、心筋症、心臓弁膜症などの循環器疾患をはじめ 

内科全般の診察と治療を行なってまいります。

はじめまして。平野道基と申します。私はこれまで東北

大学や国際医療福祉大学などの大学病院のほか、地

方中核病院でも循環器内科医として勤務してきました。

今回ご縁があり2025 年 1 月から石橋総合病院に勤務

させていただくことになりました。

得意分野は循環器全般、特に不整脈領域になりますの

で、胸の苦しさや動悸、脈の乱れなどでお困りの方は

外来を受診していただけましたら、お力添えができると思

います。どうぞよろしくお願いいたします。

平野 道基 
Michinori Hirano

弘前大学  医学部卒業

資格	 医学博士	
	 日本内科学会　認定内科医	
	 日本循環器学会　循環器専門医	
	 日本不整脈心電学会　不整脈専門医	
	 ICD/CRT-D 認定医

趣味	 ヴァイオリン	

循
環
器
内
科  

　
　

平
野
医
師
の
ご
紹
介

M
essage
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石橋総合病院外来診療担当医表

外来診療担当医表は都合により休診、変更となることがあります。診療日時の詳細については
受診される前日までに院内掲示、お電話またはホームページのお知らせ等でご確認ください。

 （2025 年 1 月現在）

保険証はマイナンバー
カードをご利用ください
保険証はマイナンバー
カードをご利用ください

～ご準備ください～

マイナカードと保険証の紐付けがお済で
ない方は当院でも設定が可能です。

医療法人社団友志会　石橋総合病院地域連携部
代　表

地域連携部直通

Tel.0285-53-1134  Fax.0285-53-3957
Tel.0285-53-1136　  Fax.0285-53-7799

（栃木県下野市下古山 1丁目15-4） 

広報誌に関するみなさまからのご意見・ご感想をぜひお聞かせください。
ishibashi-hp@yushikai.jp

総 合 内 科 整 形 外 科

毎 週 土 曜 ☆ 三好 祐顕 第１土曜 西村 貴裕 第２土曜 木村　敦 第３土曜 西村 貴裕 第４土曜 高橋 恒存 第５土曜 常勤医師

外
来
診
療

受
付
時
間

（左
記
以
外
）

■ 泌尿器科 午 前 8:30~11:00

■ スポーツ肩膝関節外来 （水） 午 後 13:30~18:00
※初診の方は 17:00 までに受付

■  嚥下外来
■  補聴外来

注） 土曜日の診療は、 内科 ・ 整形外科のみとなります。
※初診の方は受付終了３０分前までに受付をお済ませください。

土曜午後 ・ 日曜 ・ 祝日・ 年末年始（12月30日〜1月3日）
※当日以外の予約変更は平日14時～16時にお電話ください

【土曜日診療担当医表】　
☆は常勤医師

月〜金
午前 8:30 〜 12:00
午後 13:30 〜 16:00

土 午前 8:30 〜 11:00

【休診日】 14:00〜17:00　※詳細は病棟スタッフにお問い合わせください【面会時間】

発
行

完全予約制完全予約制外来外来

曜日　　　科名
月 火 水 木 金 土

午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前

内 科 （新患） ☆三好 祐顕 
☆三室 淳 ☆林 ゆめ子 ☆三室 淳 

☆平野 道基 野口 篤人 ☆ 星 野 孝 文 
☆三室 淳 ー ☆長 竜彦 ☆林 ゆめ子 池口 邦彦 ー ☆三好 祐顕

腎 臓 内 科 ー ー ー ー 長田 太助 ☆藤田 和己 ー ー ー ー ー

消 化 器 ー ー ー ー ☆星野 孝文 ☆星野 孝文 ☆長 竜彦� 三枝 充代 ー ー ー

内 分 泌
（糖尿病 ・ 甲状腺）

☆笠井貴久男 
☆齋藤 孝子 ー 大平 恵理子 ー 小飼 貴彦 小飼 貴彦 加藤 嘉奈子 ☆齋藤 孝子 ☆笠井 貴久男 

海老原 千尋 ☆齋藤 孝子 ー

リ ウ マ チ ー ー 新井 聡子 新井 聡子 ー ー ー ー ー ー ー

呼 吸 器 ☆三好 祐顕� ☆林 ゆめ子� ー ☆三好 祐顕 坪地 宏嘉 ー ー ☆林 ゆめ子 ー ☆林 ゆめ子 ー

循 環 器 ☆平野 道基 横田 彩子 ☆平野 道基
西村 芳興 ー 大谷 賢一 新島 聡 原田 顕治 ☆平野 道基 ー 小栗 淳 ー

脳 神 経 内 科 ー ー ー 小出 玲爾
（第 2･4） 澤田 幹雄 澤田 幹雄

（第 1･3･5） ー ー 池口 邦彦 ー ー

血 液 内 科 ☆三室 淳 ー 大嶺　謙 野口 篤人 ☆三室 淳 
畑野 かおる 畑野 かおる ☆三室 淳 ー 蘆澤 正弘 蘆澤 正弘 

和泉 透 ー

外 科 ☆大塚 紳 ー ☆大塚 紳 
☆清水徹一郎 ー ☆清水徹一郎 ー ☆清水徹一郎 ー ☆大塚 紳 ー ー

整 形 外 科 ☆萩原 秀 
☆飯島 裕生

ー
☆安食 孝士 
☆安田 英理 

齊藤 寿大
ー

☆安食 孝士 
☆堀井 倫子 

秋山 達
ー

☆萩原 秀  
☆安田 英理  

安藤 治朗
ー

木村 敦 
☆堀井 倫子
☆飯島 裕生

ー
非常勤医師
（下記参照）

＜ 専門外来 ＞
脊 椎 外 来 井上 泰一 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

＜ 専門外来 ＞
骨 粗 鬆 症 外 来 ー ー ー ー ー ー ー 杉本 直哉 

（第１ ・ ３） ー ー ー

＜ 専門外来 ＞
ス ポ ー ツ 外 来 ・
肩 膝 関 節 外 来

ー ー ー ー ー ☆飯島 裕生 
（肩関節）

高橋 恒存 
（膝関節）

高橋 恒存 
（膝関節）

ー ー ー

＜ 専門外来 ＞
肩 ・ 肘 外 来 ー ー ー ー ー 笹沼 秀幸 ー ー ー ー ー

脳 神 経 外 科 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

形 成 外 科 ー ー ー ー ー ー ー ー ー 森田 侑平 ー

泌 尿 器 科 ☆中野 一彦 ー ☆中野 一彦 ー 藤村 哲也 高岡 栄一郎 渡辺 美穂 
（第 1 ・ 3 ・ 5） ー 森田 辰男 ー ー

婦 人 科 ー ー 坂本 尚徳 ー ー ー ー ー ー ー ー

耳 鼻 咽 喉 科 ☆田中 利明 田邉 久雄 ☆田中 利明 橋本 研 ☆田中 利明 田邉 久雄 非常勤医師 非常勤医師 ☆田中 利明 ー ー

＜ 専門外来 ＞
嚥 下 外 来 
（ 完 全 予 約 制 ）

ー ー ー ー ☆田中 利明 ー ー ー ー ー ー

＜ 専門外来 ＞
補 聴 外 来

（ 完 全 予 約 制 ）
ー ー ー ー ー ー ー ー ☆田中 利明 ー ー

眼 科 ☆髙山 良 ☆髙山 良 ☆髙山 良 ☆髙山 良 ー ☆髙山 良 ☆髙山 良 ☆髙山 良 非常勤医師 非常勤医師 ー

皮  膚  科 ー
吉澤 祐美惠 
（第 1 ・ 3 ・ 5） 
小宮根 真弓 

（第 2 ・ 4）

ー ー ー ー 塚田 鏡寿 ー ー ー ー

リハビリテーション科 ー ー ☆堀井 倫子 ー ー ー ☆飯島 裕生 ー ー ー ー




